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特
集
　
次
代
を
つ
く
る
地
域
の
力

人
は
遅
い
。
東
京
出
入
国
在
留
管
理
局
成
田

空
港
支
局
は
、日
本
人
が
少
な
い
の
は
円
安
・

コ
ロ
ナ
禍
が
影
響
で
し
ょ
う
、
と
述
べ
て
い

た
が
、「
ま
ず
は
、
日
本
人
の
国
民
性
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
答
え
が
出
れ
ば
素
晴

ら
し
い
も
の
。

さ
て
、
日
本
の
今
後
の
観
光
は
ど
う
か
。

デ
ジ
タ
ル
化
で
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
推
進
さ

れ
、“
ビ
ジ
ネ
ス
＋
旅
行
”
の
「
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
（W

ork

＋V
acation

）」
や
「
ブ
レ

ジ
ャ
ー
（Business

＋Leisure

）」
が
進
み

そ
う
で
あ
る
。
旅
ス
タ
イ
ル
の
変
化
は 

「
個

人
旅
行
化
」
や
「
自
然
・
地
域
・
滞
在
派
」

が
増
加
傾
向
だ
。
他
方
、
コ
ロ
ナ
前
は
観
光

の
負
の
側
面
が
多
く
見

ら
れ
た
。“
観
光
利
益

が
外
部
に
漏
出
す
る
現

象
”
の
「
観
光
リ
ー
ケ

ー
ジ
」、
地
域
住
民
の

不
満
の
「
オ
ー
バ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
」
な
ど
。
現

在
、「
２
０
３
０
年
に

６
０
０
０
万
人
」
の
訪

日
客
目
標
が
あ
る
。
コ

ロ
ナ
禍
の
３
年
間
、
国

土
交
通
省
観
光
庁
を
中

心
に
振
興
手
法
を
練
っ

て
き
て
、
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
は
「
持
続
可
能
な
観
光
（
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
）」
を
強
力
に
展
開
さ
せ
る
戦

略
に
舵
を
取
っ
た
。
本
稿
で
は
こ
の
方
向
性

に
沿
い
、“
も
う
一
歩
、
進
め
た
い
戦
略
”

を
考
え
て
い
く
。

２
．�持
続
可
能
な
観
光
と　
　
　

観
光
指
標

「
持
続
可
能
な
観
光
」
と
は
何
か
。
Ｕ
Ｎ

Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
定
義
で
は
「
訪
問
客
、
産
業
、
環

境
、
受
入
れ
地
域
の
需
要
に
適
合
し
つ
つ
、

現
在
と
未
来
の
経
済
、
社
会
、
環
境
へ
の
影

響
に
十
分
配
慮
し
た
観
光
」
で
あ
る
。
Ｕ
Ｎ

Ｗ
Ｔ
Ｏ
を
含
む
国
際
組
織
の「
グ
ロ
ー
バ
ル
・

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
」
で

は
多
岐
に
わ
た
る「
持
続
可
能
な
国
際
観
光
」

（
図
表
３
．
抜
粋
）
を
開
発
し
た
。
こ
れ
を

受
け
観
光
庁
は
19
年
に
「
持
続
可
能
な
観
光

先
進
国
に
向
け
て
」
を
策
定
し
、20
年
に
「
日

本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

作
り
、
日
本
に
合
っ
た
持
続
可
能
な
観
光
指

針
を
発
表
し
た
。

１
．�は
じ
め
に　
　
　
　
　
　

―
最
近
の
国
際
観
光
―

国
連
世
界
観
光
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
は
、

コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
た
半
年
後
に
３
つ
の
復

活
シ
ナ
リ
オ
を
描
い
た
が
、「
最
も
悲
観
的
」

な
コ
ー
ス
を
取
り
、
さ
ら
に
予
想
以
上
の
長

い
道
を
た
ど
っ
て
い
る
。
世
界
的
に
復
活
の

道
に
あ
る
が
、
地
域
格
差
は
激
し
い
。
理
由

は
変
異
し
続
け
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
の

違
い
が
出
て
い
る
。
特
に
、「
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
」
は
最
も
遅
い
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
が
大
き
な
ブ
レ
ー
キ
だ
が
、
２
０
２

３
年
に
は
世
界
的
に
か
な
り
復
活
す
る
予
測

が
出
て
い
る
。

日
本
で
は
、
22
年
10
月
か
ら
入
国
者
数
の

上
限
撤
廃
や
短
期
滞
在
者
の
ビ
ザ
免
除
な
ど

が
実
施
さ
れ
、
国
際
観
光
が
本
格
的
に
再
開

さ
れ
た
。
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）

の
発
表
で
は
、
同
年
の
訪
日
客
数
は
３
８
３

万
１
９
０
０
人
で
、
21
年
に
比
べ
大
幅
増
だ

が
19
年
比
で
は
88
・
０
％
の
減
少
。
23
年
は

Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
予
測
で
、
２
１
１
０
万

人
（
19
年
比
66
・
２
％
）
と
推
計
さ
れ
て
い

る
（
図
表
１
）。

他
方
、
日
本
人
の
海
外
旅
行
は
ど
う
か
。

“
リ
カ
バ
リ
ー
（
復
活
）
の
遅
い
日
本
人
”

が
今
回
も
現
れ
て
い
る
。
世
界
的
な
テ
ロ
、

津
波
、Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
な
ど
の
後
に
示
し
た
の
は
、

“
心
配
性
”
の
日
本
国
民
の
こ
と
。
タ
イ
の

プ
ー
ケ
ッ
ト
津
波
の
際
に
、「
唯
一
、
戻
っ

て
な
い
の
は
日
本
人
観
光
客
の
姿
」（
ト
ラ
ベ

ル
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
０
５
）」
の
言
葉
が
記
憶

に
強
く
残
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
年
末
年
始
の
「
成

田
空
港
出
国
者
数
」
が
報
道
さ
れ
た
（
図
表

２
）。
外
国
人
の
動
き
が
活
発
な
の
に
日
本

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
持
続
可
能
な

観
光
戦
略
を
考
え
る

世
界
か
ら
関
心
を
持
た
れ
る
日
本
。
訪
問
者
数
や
国
籍
別
客
層
、

旅
行
形
態
な
ど
の
最
新
情
報
を
英
語
で
発
信
を

大阪観光大学名誉教授
元・桜美林大学教授

鈴木　勝

出所：2014年〜 2022年までのデータはJNTO「訪日外客数」よりJTB総合研究
所が作成

図表１　訪日外国人数実績と予測（発表：2023年1月26日）

図表２　年末年始混雑比較

旅行者時期 外国人 日本人

（2022年度）12月23日〜 1月3日 38万人余 16万人余
2019年度 50万人台 50万人台

NHK TV ニュース（2023.1.14）
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域
ミ
ー
ル
・
ク
ー
ポ
ン
制
や
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
作
り
）
な
ど
。

季
節
波
動
対
策
で
は
、
需
要
平
準
化
、
需

要
喚
起
の
工
夫（
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
）な
ど
。

満
足
度
向
上
に
は
、ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ（
お

も
て
な
し
）
向
上
、
多
言
語
対
応
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
整
備
。

人
材
育
成
に
は
自
然
・
文
化
に
通
じ
た
観

光
プ
ロ
の
育
成
、海
外
プ
ロ
の
活
用
／
連
携
。

新
規
の
誘
致
の
仕
掛
け
に
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
ツ
ア
ー
開
発
、“
旅
”と
共
に
越
境
Ｅ
Ｃ（
Ｅ

コ
マ
ー
ス
）
で
、
特
産
の
伝
統
工
芸
品
・
果

物
販
売
な
ど
。

提
案
２
．経
済
効
果
の
国
民
へ
の
周
知
を

コ
ロ
ナ
禍
で
「
Ｇ
Ｏ 

Ｔ
Ｏ 

ト
ラ
ベ
ル
」

や
「
全
国
旅
行
支
援
」
が
実
施
さ
れ
た
。
し

か
し
、「
観
光
は
裾
野
の
広
い
産
業
」
の
こ

と
が
国
民
へ
周
知
さ
れ
て
い
な
い
。
旅
行
の

経
済
波
及
効
果
の
告
知
も
不
十
分
だ
。
例
え

ば
、「
２
０
１
９
年
の
国
内
の
旅
行
消
費
額

は
29
・
２
兆
円
、
生
産
波
及
効
果
は
55
・
８

兆
円
（
対
国
民
経
済
産
出
額
５
・
３
％
）、

雇
用
誘
発
効
果
４
５
６
万
人
（
対
全
国
就
業

者
数
６
・
６
％
）」（
観
光
庁
「
旅
行
・
観
光

産
業
の
経
済
効
果
に
関
す
る
調
査
」）

で
あ
る
。「
Ｇ
Ｏ 

Ｔ
Ｏ 

ト
ラ
ベ
ル
」

や
「
全
国
旅
行
支
援
」
の
実
施
は
“
狭

い
範
囲
の
観
光
業
”
支
援
と
解
さ
れ
て

い
る
。
旅
行
、
宿
泊
、
運
輸
の
支
援
の

み
な
ら
ず
、
農
林
水
産
、
小
売
、
地
域

特
産
製
造
、
飲
食
店
、
情
報
Ｉ
Ｔ
な
ど

幅
広
い
産
業
の
復
活
を
目
指
す
も
の
。

地
方
経
済
全
般
の
活
性
化
に
繋
が
る
も

の
と
訴
え
る
べ
き
で
あ
り
、
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
で
は
国
民
に
観
光
の
長
所
・
短
所
を
丁

寧
に
説
明
し
た
い
。
特
に
、
大
型
ク
ル
ー
ズ

の
寄
港
に
関
す
る
、地
域
住
民
の
反
応
に
は
、

常
日
頃
の
広
報
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
る
。

提
案
３
．ひ
と
工
夫
の
観
光
統
計
を
！

　
　
　

［
長
期
予
測
の
ス
ス
メ
］　

先
進
的
な
観
光
統
計
国
と
し
て
、
以
前
か

ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
注
目
し
て
い
る
。
ど

の
国
か
ら
来
た
の
か
、
初
め
て
の
訪
問
か
、

観
光
目
的
か
な
ど
、
詳
細
な
統
計
で
戦
略
を

立
て
て
い
る
。
中
で
も
、
極
め
付
き
が
「
10

年
先
・
予
測
」
で
あ
る
。
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍

で
10
年
先
は
至
難
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。５
年
先
を
22
年
12
月
に
発
表
し
て
い
る
。

将
来
を
辛
う
じ
て
見
通
せ
る
と
判
断
し
た
の

だ
ろ
う
。
近
年
、
確
か
に
日
本
の
観
光
統
計

は
改
善
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
２
０
２

０
年
に
４
０
０
０
万
人
、
２
０
３
０
年
に
６

０
０
０
万
人
」
の
目
標
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

過
程
は
発
表
さ
れ
て
い
な
い
。
各
年
度
の
進

み
具
合
や
観
光
客
、
ビ
ジ
ネ
ス
客
な
ど
の
マ

ー
ケ
ッ
ト
予
測
は
無
理
な
の
か
。「
10
年
後

３
．�ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
持

続
可
能
な
観
光
戦
略

提
案
１
．�観
光
客
の
分
散
化
を
急

げ
！

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
「
世

界
旅
行
・
観
光
開
発
指
数
２
０
２

１
年
版
（
従
来
は
「
競
争
力
」）

ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は
、
日
本
は
総

合
評
価
で
１
１
７
カ
国
・
地
域
で
、

初
の
世
界
１
位
に
な
っ
た
。
２
年

に
一
度
発
表
さ
れ
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
、
安
全
性
、
観
光
資
源
、
持
続

可
能
性
な
ど
の
指
標
を
数
値
化
し

評
価
さ
れ
る
。
日
本
は
、
航
空
輸

送
、
陸
上
港
湾
、
安
全
安
心
な
ど

が
高
く
評
価
さ
れ
た
。
一
方
、「
持

続
可
能
な
観
光
の
取
組
」
は
極
め

て
低
い
評
価
で
あ
っ
た
。
国
や
地

域
は
観
光
客
数
や
消
費
額
ば
か
り

に
着
目
し
た
せ
い
な
の
か
も
し
れ

な
い
。
ラ
ン
キ
ン
グ
は
５
分
野
17

項
目
で
１
１
２
の
開
発
指
標
が
あ
る
。「
観

光
の
持
続
可
能
性
」
を
示
す
中
に
「
国
際
観

光
客
の
分
散
化
」
が
あ
り
、
日
本
は
79
位
で

１
位
の
栄
誉
に
相
応
し
く
な
い
。
こ
れ
を
端

的
に
表
す
の
は
、
訪
日
客
「
都
道
府
県
別
・

訪
問
率
」（
図
表
４
）
で
あ
る
。
改
善
さ
れ
て

い
る
が
大
都
市
依
存
率
は
な
お
高
い
。
し
か

し
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
で

地
方
が
活
性
化
す
る
か
、
今
後
の
努
力
次
第

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
全
国
画
一
的
な
手
法
が

目
立
っ
た
が
、
地
域
の
特
色
を
よ
り
出
し
た

戦
略
を
講
ず
べ
き
だ
。
地
域
作
り
は
ど
の
よ

う
な
観
点
が
大
切
か
、ヒ
ン
ト
を
挙
げ
た
い
。

広
域
連
携
で
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光
地
経
営

組
織
）、
産
官
学
、
異
業
種
、
地
域
の
二
次

交
通
、
港
湾
の
ク
ル
ー
ズ
誘
致
、
地
域
の
Ｄ

Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
な
ど
の
推
進
。

滞
在
延
長
で
は
、
農
林
漁
村
滞
在
型
・
体

験
型
（
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
、
エ
コ
ツ
ア
ー
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
）。

地
産
地
消
で
は
、“
食
”
の
地
産
地
消
（
地

図表３　持続可能な国際観光―分野と指標―

A
持続可能な観光地管理

B
地域社会における経済
利益の最大化、悪影響
の最小化

C
コミュニティ、旅行者、
文化資源に対する利益
の最大化、悪影響の最
小化

D
環境に対する利益の最
大化、悪影響の最小化

持続可能な観光地への
戦略  経済調査 観光資源の保護 環境リスク

観光業の季節変動に対
する経営管理 地域の就業機会 旅行者の管理 脆弱な環境の保護

気候変動への適応 住民参加 旅行者のふるまい 野生生物の保護

ユニバーサルデザイン 地域コミュニティの声 文化遺産の保護 温室効果ガスの排出

来訪旅行者の満足度 観光への意識向上と
教育 観光資源の解説 省エネルギー

危機管理と
緊急時体制

コミュニティへの
支援 知的財産 環境負荷の小さい

交通
資料：グローバル・サステナブル・ツーリズム協議会/「持続可能な観光先進国に向けて」（観光庁）

図表４　都道府県別・訪問率ランキング
（2019年）上位／下位

順位 訪問地（都道府県） 訪問率（％）
1 東京 47.2
2 大阪 38.6
3 千葉 35.1
4 京都 27.8
5 奈良 11.7
6 愛知 9.0
7 福岡 8.7
8 北海道 8.0

（40 〜 42）岩手・山形・愛媛 0.4
（43 〜 44） 秋田・徳島 0.3
（45 〜 47）島根・福井・高知 0.2
（資料）日本政府観光局（JNTO）
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る
。
海
外
の
英
語
論
文
「
〇
〇
観
光
学
ジ
ャ

ー
ナ
ル
」
な
ど
で
、“
躍
進
”
の
日
本
が
も

っ
と
取
り
上
げ
ら
れ
て
当
然
と
思
う
。ま
た
、

地
域
に
お
い
て
も
、
英
語
で
の
最
新
デ
ー
タ

が
海
外
の
観
光
関
係
者
や
研
究
者
か
ら
歓
迎

さ
れ
て
い
る
。

提
案
６
．外
国
人
／
外
国
を

も
っ
と
表
彰
を
！

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
数
店
の
旅
行
会
社
を
訪

ね
た
。
店
頭
に
ト
ロ
フ
ィ
ー
や
盾
が
多
く
並

ぶ
。
新
宿
な
ど
の
旅
行
会
社
で
は
こ
ん
な
風

景
を
見
な
い
。
世
界
の
航
空
会
社
、ホ
テ
ル
、

○
○
国
・
政
府
観
光
局
の
名
前
が
あ
る
。
こ

の
旅
行
会
社
が
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
、
数
が

多
け
れ
ば
社
会
的
に
信
用
が
あ
る
証
拠
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
ど
こ
を
探
し
て
も
日
本
の
政

府
や
航
空
会
社
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
は
な

い
。
ど
う
や
ら
、
日
本
の
組
織
は
、
海
外
の

旅
行
会
社
の
“
心
”
を
理
解
し
て
い
な
い
よ

う
で
あ
る
。
今
後
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
に

は
、
自
国
の
観
光
関
係
者
の
顕
彰
以
前
に
、

世
界
の
旅
行
会
社
や
観
光
関
係
者
の
“
心
”

を
推
し
量
り
表
彰
し
て
い
き
た
い
。

４
．結
び
ー︵
も
う
１
つ
の
提
言
︶

世
界
の
観
光
振
興
に
参
画
を
！

国
土
交
通
省
、
外
務
省
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
な
ど

は
、
外
国
人
観
光
プ
ロ
の
養
成
に
、
観
光
振

興
や
観
光
客
受
入
れ
の
講
座
を
、
海
外
ま
た

は
日
本
で
実
施
し
て
い
る
。
私
は
講
師
と
し

て
、
ア
セ
ア
ン
や
ロ
シ
ア
の
約
25
都
市
を
巡

っ
た
が
、
今
後
、
世
界
の
観
光
発
展
に
向
け

予
算
や
人
材
を
も
っ
と
投
入
す
べ
き
だ
。
現

在
の
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
偏
り
」
を
修
正

す
べ
き
と
思
う
。
特
に
、
観
光
発
展
途
上
国

が
振
興
手
法
を
身
に
付
け
れ
ば
、
不
健
全
ツ

ア
ー
を
防
げ
る
。
そ
の
結
果
、
自
然
や
環
境

に
配
慮
し
た
「
持
続
可
能
な
観
光
」
を
推
進

で
き
る
し
、
同
時
に
、
訪
日
客
の
増
加
に
も

繋
が
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
人
材
養
成
の
講
師
だ
が
、
近

年
、
大
学
に
観
光
系
学
部
・
学
科
が
設
立
さ

れ
教
員
が
増
え
て
い
る
が
、
彼
ら
を
海
外
に

派
遣
し
た
ら
ど
う
か
。
日
本
の
観
光
政
策
が

こ
の
方
向
に
な
れ
ば
、
世
界
か
ら
日
本
は
歓

迎
さ
れ
る
。
最
近
、海
外
観
光
関
係
者
か
ら
、

ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
事
業
に
関
心
を
持
た

れ
て
い
る
。な
ぜ
な
ら
ば
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
躍

進
の
詳
細
を
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。加
え
て
、今
回
の
「
世
界
観
光
開
発

（
競
争
力
）ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
」
で
、
さ
ら
に

関
心
が
強
ま
る
も
の
と
推
測
し
て
い
る
。

が
分
か
る
と
、“
今
”、
や
る
べ
き
も
の
が
見

え
て
く
る
」
と
思
う
。
そ
の
結
果
、
地
域
に

お
い
て
も
、
中
長
期
目
標
設
定
が
可
能
に
な

る
よ
う
に
し
た
い
。

提
案
４
．ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
︵
Ｗ
Ｈ
︶

客
の
誘
致
を
！

こ
の
誘
致
が
成
功
す
れ
ば
、
欧
州
や
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
の
訪
日
客
が
増
え
る
だ
け

で
な
く
、
地
方
分
散
化
に
弾
み
が
つ
き
、
さ

ら
に
は
外
国
人
技
能
実
習
生
問
題
を
多
少
解

決
で
き
そ
う
だ
。
さ
て
、「
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ

リ
デ
ー
制
度
と
は
、
二
国
・
地
域
間
の
取
り

決
め
等
に
基
づ
き
、
各
々
が
相
手
国
・
地
域

の
青
少
年
に
対
し
、
休
暇
目
的
の
入
国
及
び

滞
在
期
間
中
に
お
け
る
旅
行
・
滞
在
資
金
を

補
う
た
め
の
付
随
的
な
就
労
を
認
め
る
制

度
」（
外
務
省
）
で
あ
る
。
日
本
は
１
９
８
０

年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
こ
の
制
度
を
開
始

し
、
現
在
、
30
ほ
ど
の
国
・
地
域
と
締
結
し
、

年
間
枠
を
決
定
す
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や

ド
イ
ツ
な
ど
は
無
制
限
で
あ
る
。
現
在
、
年

間
約
１
万
５
０
０
０
人
の
Ｗ
Ｈ
査
証
取
得
者

が
あ
る
。
若
者
（
18
歳
～
30
歳
）
が
特
定
活

動
と
い
う
就
学
、
旅
行
、
就
労
可
能
な
在
留

資
格
を
持
ち
相
手
国
で
最
長
１
年
生
活
で
き

る
。
日
本
政
府
の
戦
略
は
、
観
光
客
、
商
用

客
が
主
で
、
Ｗ
Ｈ
訪
日
客
の
重
要
性
が
見
落

と
さ
れ
て
い
る
。
長
期
滞
在
中
の
観
光
や
消

費
額
、
さ
ら
に
周
囲
へ
の
情
報
発
信
な
ど
は

注
目
に
値
す
る
。
北
海
道
の
ニ
セ
コ
・
倶
知

安
の
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
Ｗ
Ｈ
客
の
動
き
な

ど
が
耳
に
入
る
が
、
日
本
全
体
で
知
ら
れ
て

い
な
い
。
Ｗ
Ｈ
先
進
国
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
は
、
現
在
、
こ
の
制
度
は
一
歩
進
ん
だ
段

階
に
あ
る
。
滞
在
は
原
則
１
年
間
だ
が
、
農

場
な
ど
特
定
の
地
で
一
定
期
間
働
い
た
場
合

は
１
年
間
の
延
長
が
認
め
ら
れ
、
条
件
に
よ

り
最
長
３
年
間
滞
在
が
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
隣
国
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
も
熱
心

で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
当
該
国
首
相
が
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
首
相
を
訪
れ
た
際
に
「
貴
国
の
若
者

を
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
で
、
ぜ
ひ
！
」
と

勧
誘
し
て
い
た
が
、
日
本
も
見
習
い
た
い
。

も
し
、
日
本
で
受
入
態
勢
を
整
備
す
れ
ば
、

地
方
活
性
化
に
繋
が
る
。
以
前
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
旅
行
会
社
を
立
ち
上
げ
た
１
人
と

し
て
、
こ
の
産
業
を
支
え
た
の
は
Ｗ
Ｈ
の
若

者
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

提
案
５
．＂
英
語
＂
で
情
報
発
信
を
！

２
０
０
３
年
の
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
事

業
開
始
以
来
、「
多
言
語
で
情
報
発
信
を
！
」

の
合
言
葉
の
結
果
、
か
な
り
進
展
し
た
。
今

後
は
異
な
る
面
で
も
う
ひ
と
工
夫
を
願
い
た

い
。
現
在
の
多
言
語
情
報
は
、
消
費
者
へ
の

一
般
旅
行
情
報
が
主
流
で
あ
る
が
、
今
後
は

海
外
の
観
光
プ
ロ
へ
の
専
門
情
報
で
あ
る
。

多
言
語
で
頻
繁
に
と
い
う
と
難
し
く
、
英
語

で
流
す
こ
と
が
最
適
だ
。
例
え
ば
、
訪
問
者

数
、
宿
泊
数
、
国
籍
別
客
層
、
旅
行
形
態
、

消
費
額
、
年
度
の
ト
レ
ン
ド
な
ど
、
と
に
か

く
最
新
の
も
の
を
流
す
。「
世
界
観
光
競
争

力
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は
、
日
本
の
評
価
は
上

位
に
位
置
し
、
ま
す
ま
す
世
界
か
ら
関
心
を

持
た
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
観
光
庁
や
Ｊ
Ｎ

Ｔ
Ｏ
に
よ
る
観
光
白
書
（
要
約
版
）
や
統
計

な
ど
の
英
語
を
除
き
、
多
く
が
日
本
語
で
あ

す
ず
き
・
ま
さ
る

１
９
６
７
年
、
早
稲
田
大
学
卒
。
日
本
交
通
公
社(

現
Ｊ
Ｔ
Ｂ)

入
社
。

シ
ド
ニ
ー
支
店（
開
設
）次
長
や
北
京
事
務
所
長
を
経
験
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ワ
ー

ル
ド
取
締
役
ア
ジ
ア
部
長
な
ど
を
経
て
、
２
０
０
０
年
、
大
阪
観
光
大

学
助
教
授
。
₀₂
年
、
教
授
。
₀₈
年
、
名
誉
教
授
。
₀₈
年
〜
₁₅
年
ま
で
桜

美
林
大
学
教
授
。
国
連
世
界
観
光
機
関
・
観
光
専
門
家
委
員
。
釧
路
湿

原
美
術
館
副
理
事
長
。
専
門
は
国
際
観
光
振
興
論
。
主
著
に
「
観
光
学

オ
ピ
ニ
オ
ン
シ
リ
ー
ズ
全
５
巻
」（
Ｎ
Ｃ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）。


